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12
月
20
日（
火
）、
神
町
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
連

隊
銃
剣
道
競
技
会
」を
実
施
し
た
。

16
日（
金
）、
競
技
会
に
先
立
ち
開
会
式
が
行
わ
れ
、
統
裁
官（
連
隊

長　

荒
木
１
佐
）は
「
普
通
科
部
隊
隊
員
と
し
て
戦
勝
の
追
求
」「
中
隊

の
団
結
強
化
」「
安
全
管
理
・
健
康
管
理
」の
３
点
を
要
望
し
「
各
中
隊

が
競
技
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
期
待

す
る
。」と
訓
示
を
述
べ
た
。

本
競
技
会
は
、
応
援
者
の
人
数
制
限
、
確
実
な
マ
ス
ク
着
用
、
声
援

で
の
応
援
禁
止
、
選
手
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
す
る
な
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
万
全
に
し
実
施
さ
れ
た
。

競
技
は
、
中
隊
対
抗
の
部
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、

個
人
戦
と
し
て
幹
部
自
衛
官
の
部
及
び
女
性
自
衛

官
の
部（
オ
ー
プ
ン
参
加
）が
実
施
さ
れ
た
。
中
隊

対
抗
戦
で
は
、「
先
鋒
」２
士
か
ら
士
長
３
名
、「
中

堅
」士
長
か
ら
３
曹
４
名
、「
副
将
」３
曹
か
ら
２
曹

３
名
及
び
「
大
将
」中
隊
長
等
１
名
の
計
11
名
が
優

勝
旗
を
か
け
た
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

選
手
た
ち
は
駆
け
付
け
た
応
援
団
に
よ
る
拍
手

等
の
精
一
杯
の
応
援
を
背
に
、
中
隊
の
誇
り
と
名

誉
を
か
け
て
戦
い
、
相
手
の
一
瞬
の
隙
を
つ
く
気

迫
の
こ
も
っ
た
鋭
い
剣
を
繰
り
出
し
た
。
会
場
は

白
熱
し
た
攻
防
を
展
開
す
る
隊
員
た
ち
の
熱
気
で
、

雪
の
降
り
続
く
冬
の
冷
た
い
空
気
を
吹
き
飛
ば
す
様
相
を
見
せ
た
。

特
に
、中
隊
対
抗
の
部
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
全
試
合
が
、

大
将
戦
ま
で
勝
ち
本
数
が
同
じ
、
大
将
の
勝
敗
が
勝
負
を
決
す
る
一
進

一
退
の
戦
い
と
な
り
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
激
戦
の
結
果
、
中
隊
対

抗
の
部
は
第
３
中
隊
が
見
事
優
勝
、22
年
ぶ
り
に
優
勝
旗
を
奪
還
し
た
。

個
人
戦
で
は
幹
部
自
衛
官
の
部
に
お
い
て
第
３
中
隊　

加
藤
３
尉
、
女

性
自
衛
官
の
部
に
お
い
て
重
迫
撃
砲
中
隊　

清
水
３
曹
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
を
勝
ち
取
り
、
競
技
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

本
競
技
会
を
通
じ
、
全
中
隊
が
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
一
生
懸
命

に
取
り
組
み
、
２
０
２
２
年
を
締
め
く
く
る
に
ふ
さ
わ
し
い
競
技
会
と

な
っ
た
。

12
月
21
日（
水
）、
駐
屯
地
体
育
館

に
お
い
て
「
連
隊
年
末
行
事
」を
実
施

し
た
。

行
事
で
は
今
年
１
年
を
総
括
し
て
各

中
隊
長
か
ら
成
果
報
告
が
行
わ
れ
る
と

と
も
に
、
連
隊
長（
荒
木
１
佐
）に
よ

る
だ
る
ま
の
目
入
れ
が
実
施
さ
れ
た
。

連
隊
長
は
訓
示
に
お
い
て
「
令
和
４
年

も
諸
官
ら
の
努
力
の
成
果
も
あ
り
大
き

な
事
故
な
く
任
務
に
邁
進
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
日
頃
の
取
り
組
み
に
感
謝
す

る
。休
暇
間
、心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
新
年
い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ

う
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
。」と
述
べ

た
。連

隊
は
令
和
５
年
に
向
け
物
心
両
面

の
態
勢
を
万
全
に
整
え
る
と
と
も
に
、

更
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

令
和
４
年
度
12
月
定
期
異

動
に
よ
り
教
育
訓
練
研
究
本

部（
目
黒
）か
ら
佐
藤
１
尉

が
連
隊
本
部
第
３
科
に
転
入

し
た
。

12
月
２
日（
金
）、
駐
屯

地
講
堂
に
お
い
て
「
転
入
者

紹
介
行
事
」が
行
わ
れ
、
転

入
者（
佐
藤
１
尉
）が
「
東
北

勤
務
は
初
だ
が
、
こ
れ
ま
で

の
勤
務
経
験
を
少
し
で
も
還

元
し
て
、
部
隊
の
精
強
化
、

任
務
完
遂
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
。」と
挨
拶
し
、
20
連
隊

勤
務
の
決
意
を
新
に
し
て
い

た
。

【
成
績
紹
介
】

〇
中
隊
対
抗
の
部

　
・
優
勝　
　

第
３
中
隊　

　
・
準
優
勝　

第
４
中
隊

個
人
戦

〇
幹
部
自
衛
官
の
部

　
・
優
勝　
　

第
３
中
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３
尉　

加
藤　

敢
太　

　
・
準
優
勝　

第
２
中
隊　
　
　

２
尉　

伊
藤　

和
正　

〇
女
性
自
衛
官
の
部

　
・
優
勝　
　

重
迫
撃
砲
中
隊　

３
曹　

清
水　

鈴
音

　
・
準
優
勝　

重
迫
撃
砲
中
隊　

士
長　

大
内　

志
乃

令
和
４
年
の

令
和
４
年
の

締
め
く
く
り

締
め
く
く
り

「
連
隊
年
末
行
事
」

「
連
隊
年
末
行
事
」

を
実
施

を
実
施

「
転
入
者
紹
介
行
事
」を
実
施

「
転
入
者
紹
介
行
事
」を
実
施

１
名
が
転
入

１
名
が
転
入

「「令和４年度令和４年度

連隊銃剣道競技会」を実施連隊銃剣道競技会」を実施
第３中隊激戦制す第３中隊激戦制す
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応援者も一体となり戦った応援者も一体となり戦った

だるまの目入れだるまの目入れ

転入者挨拶転入者挨拶

連隊長訓示連隊長訓示



１
月
10
日（
火
）、
駐
屯
地
講
堂
に
お
い

て「
連
隊
朝
礼
」を
、
駐
屯
地
営
庭
に
お
い

て「
令
和
５
年
連
隊
訓
練
始
め
」を
実
施
し

た
。連

隊
朝
礼
で
は
、
各
中
隊
を
代
表
し
て

年
男
・
年
女
が
今
年
１
年
の
抱
負
を
元
気

溌
剌
と
発
表
し
た
ほ
か
、
最
先
任
上
級
曹

長
及
び
各
中
隊
長
が
だ
る
ま
の
目
入
れ
を

実
施
し
た
。
最
後
に
連
隊
長
が
目
入
れ
を

行
い
、
年
頭
の
辞
を
述
べ
た
。

連
隊
長
は
年
頭
の
辞
に
お
い
て
「
今
年

１
年
が
飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
に
、
各
人

が
目
標
を
持
ち
、
充
実
感
、
や
り
甲
斐
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
任
務
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
健
康
管

理
に
留
意
し
つ
つ
、
統
率
方
針
で
あ
る

『
ひ
と
に
優
し
く
仕
事
に
厳
し
く
』要
望
事

項『
凡
事
徹
底
』『
唯
一
無
二
』を
念
頭
に
置

き
、
今
年
１
年
頑
張
っ
て
い
こ
う
。」と
述

べ
、
連
隊
の
更
な
る
飛
躍
を
祈
願
し
た
。

引
き
続
き
、
訓
練
始
め
が
行
わ
れ
、
自

衛
隊
体
操
及
び
Ｌ
Ａ
Ｖ（
軽
装
甲
機
動
車
）

手
押
し
競
争
を
実
施
し
た
。
自
衛
隊
体
操

で
は
１
月
１
日
付
で
３
等
陸
曹
に
昇
任
し

た
15
名
が
体
操
指
導
者
と
な
り
、
節
度
あ

る
動
作
及
び
統
制
の
と
れ
た
体
操
を
行
っ

た
。Ｌ

Ａ
Ｖ
手
押
し
競
争
は
、
連
隊
本
部
及

び
各
中
隊
10
名
の
参
加
者
が
各
中
隊
長
を

Ｌ
Ａ
Ｖ
に
乗
車
さ
せ
た
状
態
で
約
１
０
０

ｍ
の
直
線
を
牽
引
及
び
手
押
し
で
推
進
さ
せ
、
熱
い
レ
ー
ス
を

繰
り
広
げ
た
。

ま
た
、
訓
練
始
め
に
は
兎
年
に
ち
な
み
、
朝
日
町
非
公
式

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
桃
色
ウ
サ
ヒ
」に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
動
き
で
自
衛
隊
体
操
を
体
験
、
Ｌ
Ａ
Ｖ
手

押
し
競
争
で
は
、
連
隊
本
部
が
押
す
車
両
に
乗
車
し
て
参
加
す

る
な
ど
、
隊
員
た
ち
に
笑
顔
と
活
気
を
与
え
て
い
た
。

本
訓
練
に
は
報
道
各
社
が
取
材
に
訪
れ
、
取
材
を
受
け
た
第

１
中
隊　

佐
藤
直
樹
１
曹
は「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
臨
み
、

今
年
一
年
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。」佐
藤

賢
人
３
曹
は「
厳
し
い
天
候
だ
っ
た
が
気
持
ち
で
押
し
切
れ
た
。

雪
も
み
ん
な
の
熱
で
溶
け
て
し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
。」と
語
っ
て

い
た
。

訓
練
始
め
行
事
を
終

え
た
隊
員
た
ち
は
、
す

が
す
が
し
い
表
情
で
年

の
始
ま
り
を
実
感
し
つ

つ
、
新
た
な
１
年
を
駆

け
抜
け
る
た
め
の
絶
好

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。

１
月
７
日（
土
）か
ら
16
日（
月
）ま
で
の
間
、
ア
リ
オ
ン
テ
ッ
ク

蔵
王
シ
ャ
ン
ツ
ェ
（
山
形
市
蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台
）に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
女
子
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３

蔵
王
大
会
」に
協
力
し
た
。

本
協
力
は
、
協
力
隊
長（
第
３
中
隊　

野
崎
曹
長
）以
下
37
名
が

参
加
し
、
協
力
内
容
は
飛
距
離
判
定
、
競
技
会
場
及
び
コ
ー
ス
整
備
・

維
持
、
気
象
計
測
と
多
岐
に
わ
た
っ
た
。協

力
隊
は
７
日
に
現
地
入
り

し
、
準
備
か
ら
大
会
当
日
ま
で

終
始
、
大
会
役
員
と
綿
密
な
調

整
を
実
施
し
、
順
調
に
作
業
を

進
め
た
。
特
に
急
斜
面
で
の
作

業
を
行
う
際
、
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
安
全
管
理
に
留

意
し
つ
つ
、
確
実
に
作
業
を
進

め
て
い
た
。

協
力
隊
は
、
積
雪
が
多
い
状

況
や
急
変
す
る
山
の
天
候
に
臆

す
る
こ
と
な
く
、
献
身
的
な
協

力
を
行
っ
た
。

連
隊
は
令
和
４
年
12
月
31
日（
土
）か
ら
令
和
５
年
１
月
２
日（
月
）ま
で
の
間
、
鶴

岡
市
に
お
い
て
「
山
形
県
鶴
岡
市
に
お
け
る
人
命
救
助
活
動
に
係
る
災
害
派
遣
」を
実

施
し
た
。

12
月
31
日
０
１
０
０
頃
、
鶴
岡
市
西
目
の
集
落
の
裏
山
で
幅
１
０
０
ｍ
、
高
さ
20

～
30
ｍ
規
模
の
土
砂
崩
れ
が
発
生
、
行
方
不
明
者
が
出
て
い
る
状
況
と
な
っ
た
。
同

日
０
６
３
０
吉
村
美
栄
子
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣
要
請
を
第
６
師
団
長（
鬼
頭
陸
将
）

が
受
理
し
た
。
連
隊
は
非
常
勤
務
態
勢
に
移
行
し
、
初
動
対
処
部
隊
を
被
災
地
に
派

遣
す
る
と
と
も
に
鶴
岡
市
役
所

に
連
絡
員
を
前
進
さ
せ
、
被
害

状
況
及
び
自
衛
隊
へ
の
ニ
ー
ズ

の
把
握
を
実
施
し
た
。
じ
後
、

連
絡
員
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
速
や
か
に
重
迫
撃
砲
中
隊
を
主
力
に

各
中
隊
か
ら
１
コ
小
隊
を
増
強
し
、
約
１
１
０
名
の
派
遣
部
隊
を
編

成
し
、人
命
救
助
活
動
に
従
事
し
た
。

人
命
救
助
活
動
は
大
晦
日
か
ら
元

日
も
含
め
３
日
間
、
雨
や
雪
の
厳
し

い
天
候
の
な
か
昼
夜
を
問
わ
ず
約
60

時
間
続
い
た
。
隊
員
た
ち
は
第
６
施

設
大
隊
の
重
機
と
共
に
警
察
・
消
防

と
協
力
し
、
倒
壊
家
屋
の
が
れ
き
や

土
砂
を
撤
去
し
て
、
緊
急
車
両
の
通

路
を
確
保
す
る
な
ど
要
救
助
者
の
捜

索
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
民
生
の
安

定
に
寄
与
し
た
。

「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
女
子
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
女
子
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
蔵
王
大
会
」

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
蔵
王
大
会
」

に
協
力

に
協
力

大会の円滑な大会の円滑な
運営に寄与運営に寄与

「
山
形
県
鶴
岡
市
に
お
け
る
人
命
救
助
活
動

「
山
形
県
鶴
岡
市
に
お
け
る
人
命
救
助
活
動

に
係
る
災
害
派
遣
」を
実
施

に
係
る
災
害
派
遣
」を
実
施

「連隊朝礼及び令和５年連隊訓練始め」を実施「連隊朝礼及び令和５年連隊訓練始め」を実施
20連隊、新年を迎える

第
１
位　

第
１
中
隊

第
２
位　

第
４
中
隊

Ｌ
Ａ
Ｖ
手
押
し

競
走
結
果

自衛隊体操を体験する「桃色ウサヒ」自衛隊体操を体験する「桃色ウサヒ」

第６施設大隊の重機と共に倒壊家屋のがれき等を除去第６施設大隊の重機と共に倒壊家屋のがれき等を除去

警察・消防と協力して捜索警察・消防と協力して捜索

現地へ前進現地へ前進

盛り上がりを見せた
LAV手押し競走

盛り上がりを見せた
LAV手押し競走

連隊長だるまの目入れ連隊長だるまの目入れ

吹雪の中、吹雪の中、
真摯に真摯に
取り組んだ取り組んだ



12
月
８
日（
木
）、
厚
生
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
「
令
和
５
年
度
翔
山
会
役
員
会
・
総
会
」に
第
１
科

長（
大
木
３
佐
）、
広
報
室
長（
五
十
嵐
曹
長
）が
参
加
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
連
隊
長（
荒
木
１
佐
）は
「
連
隊
の
精
強
化
、

任
務
完
遂
に
数
々
の
格
別
な
る
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
引
き
続
き
連
隊
の
活
躍
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
連
隊
は
今
後
も
真
摯
に
教
育
訓
練
、
隊
務
運
営

に
励
み
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
様
に
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。」と
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
10
月
に
会
長
を
辞
さ
れ
た
天
童
木
工
株
式
会
社　

取

締
役
会
長　

加
藤
昌
宏
様
か
ら
「
山
形
県
の
旗
本
連
隊
で
あ
る
20

連
隊
の
存
在
価
値
は
素
晴
ら
し
い
と
思
料
し
ま
す
。
今
後
の
活

躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。」と
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。
さ
ら
に
、
新
た

に
会
長
に
就
任
さ
れ
た
藤
庄
印
刷
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
会

長　

小
嶋
信
一
様
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
会
長
挨
拶
に
お
い
て「
自

衛
隊
の
存
在
価
値
が
問
わ
れ
る
情
勢
の
な
か
、
会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
翔
山
会
の
役
目
を
理
解
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。」と
力
強
い
お
言
葉
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、第
１
科
長
よ
り
令
和
４
年
度
の
連
隊
訓
練
成
果
、令
和
５
年
度
の
訓
練
・
行
事
予
定
等
を
説
明
し
た
ほ
か
、

広
報
室
が
作
成
し
た
連
隊
の
活
動
状
況
の
紹
介
映
像
を
放
映
し
、
連
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。

１
月
13
日（
金
）、
神
町
駐
屯
地
食
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
令
和
４
年
度
駐
屯
地
成

人
行
事
祝
賀
式
」に
連
隊
か
ら
48
名
の
新
成
人
が
参
加
し
た
。

式
で
は
、
執
行
者（
駐
屯
地
司
令　

奈
良
岡
陸
将
補
）や
来
賓
者
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
頂
く
と
と
も
に
、
昨
年
成
人
し
た
先
輩
隊
員
か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

新
成
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
を
真
剣
に
聞
き
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に

し
て
い
た
。

会
場
に
は
新
成
人
た
ち
が
記
念
品
と
し
て
自
ら
作
成
し
た
「
盃
」が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
隊
員
た
ち
は
「
盃
」に
刻
ん
だ
抱
負
を
家
族
に
紹
介
し
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
影

す
る
等
、
家
族
と
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
。

式
終
了
後
、
報
道
各
社
が
取
材
に
訪
れ
、
取
材
を
受
け
た
第
１
中
隊　

齋
藤　

葵

士
長
は
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
動
や
言
動
を
考
え
な
が
ら
生
活
を
送
り
、
先
輩
方
の
良

い
部
分
を
吸
収
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。」と
抱
負
を
語
っ
た
。

「「令和４年度令和４年度

連隊銃剣道競技会」を実施連隊銃剣道競技会」を実施

各種表彰
【連隊長褒章メダル】

（連隊長伝令下番の功績）
・重迫撃砲中隊　士長　　石澤　　智

【東北方面混成団長より褒賞状】
（第14期陸曹中級課程において成績優
秀）
・第１中隊　　　２曹　　簾内　　輝

【第２陸曹教育隊長より褒賞状】
（第14期陸曹中級課程において成績優
秀）
・第３中隊　　　２曹　　矢作　菜生

【第３陸曹教育隊第一普通科教育中隊長よ
り褒賞状】
（第161期初級陸曹特技課程「ATM」教育
において成績優秀）
・本部管理中隊　３曹　　大場銀次郎

【12月警衛勤務優秀らっぱ手】
・第１中隊　　　３曹　　新田　　稜
（８日上番）

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
発
行
　
発
行
所
／
山
形
県
防
衛
協
会
　
印
刷
／
藤
庄
印
刷
株
式
会
社

「
令
和
４
年
度
駐
屯
地
成
人
祝
賀
式
」に
参
加

「
令
和
４
年
度
駐
屯
地
成
人
祝
賀
式
」に
参
加

「
令
和
５
年
度
翔
山
会
役
員
会
・
総
会
」に
参
加

「
令
和
５
年
度
翔
山
会
役
員
会
・
総
会
」に
参
加

・重迫撃砲中隊
・石川　輝明　曹長
・12月７日付
・庄内町在住

・第３中隊
・永岡　義也　３尉
・12月26日付
・天童市在住

・第２中隊
・安食　恵吾　３尉
・１月４日付
・東根市在住

・本部管理中隊
・佐藤　祐助　曹長
・12月24日付
・上山市在住

・本部管理中隊
・細谷　潤　３尉
・12月29日付
・天童市在住

永年の勤務、
お疲れ様でした。定年退官者定年退官者

紹介紹介

2月行事予定

・第４次基礎となる部隊
の訓練検閲

・新庄雪まつり協力

・全国高等学校スキー大
会協力

・天童高原スノーパーク
フェスタ協力

�日（月）～�日（金）

❺日（日）～�日（月）

❸日（金）～�日（土・祝）

1月�日（木）～2月❺日（日）

・連隊創立67周年記念

行事

・第18回第６師団音楽

まつりに参加

�日（日）

�日（木・祝）

記念撮影記念撮影

連隊の新成人たち（中央：連隊長、最先任上級曹長）連隊の新成人たち（中央：連隊長、最先任上級曹長） 記念品として作成した「盃」　記念品として作成した「盃」　
作：第３中隊　海老名士長作：第３中隊　海老名士長

○３等陸佐へ
・連隊本部　　　　佐藤　康平
○２等陸尉へ
・連隊本部　　　　吉田　正人
○准陸尉へ
・第２中隊　　　　新山　貴也
　　　同　　　　　伊藤　周央
・第３中隊　　　　今野　一博
○陸曹長へ
・本部管理中隊　　菊地　政和
　　　同　　　　　髙野　慎也
・重迫撃砲中隊　　青木　　誠
○１等陸曹へ
・本部管理中隊　　佐藤　安典
　　　同　　　　　稲村　光義
・第１中隊　　　　新野　直彦
・第２中隊　　　　大沼　史明
・第３中隊　　　　新山　雄大
○２等陸曹へ
・本部管理中隊　　八木　　亨
　　　同　　　　　花田　莉緒
　　　同　　　　　佐藤　真咲
・第２中隊　　　　有路　圭佑
・第３中隊　　　　伊藤　　徹
○３等陸曹へ
・本部管理中隊　　阿蘇　拓矢
・第１中隊　　　　新山　智也
　　同　　　　　　工藤　柊太
　　同　　　　　　阿部　　響
・第２中隊　　　　武田　彪冴
・第３中隊　　　　高橋　京史
　　同　　　　　　寺崎　幹太
・第４中隊　　　　菅原　佑太
　　同　　　　　　太田　龍馬
　　同　　　　　　鈴木　優太
　　同　　　　　　齋藤　京佑
　　同　　　　　　細谷　龍聖
・重迫撃砲中隊　　金子　潤希
　　同　　　　　　渡辺　草太
　　同　　　　　　滝口　真冴
○陸士長へ
・本部管理中隊　　鈴木　智也

・本部管理中隊　　梁瀬　和麻
　　同　　　　　　黒沼さくら
　　同　　　　　　阿部　　蘭
　　同　　　　　　高橋　真由
・第１中隊　　　　髙橋　優空
　　同　　　　　　佐竹　優斗
　　同　　　　　　吉見　元喜
　　同　　　　　　佐藤　伶耶
　　同　　　　　　笠原ほのか
・第２中隊　　　　土田　奏汰
　　同　　　　　　柿崎　寛栄
　　同　　　　　　千場　莉玖
・第３中隊　　　　荒川　　譲
　　同　　　　　　佐藤　祐輝
　　同　　　　　　阿部　玲虎
　　同　　　　　　海老名美咲
　　同　　　　　　森　　美久
・第４中隊　　　　齋藤　怜司
　　同　　　　　　秀島　遥太
・重迫撃砲中隊　　遠藤　珠華
　　同　　　　　　高橋　咲羽
　　同　　　　　　吉田　龍翔
　　同　　　　　　福本さくら
○１等陸士へ
・本部管理中隊　　砂田　　航
　　同　　　　　　渡部　大河
　　同　　　　　　千田　　拓
　　同　　　　　　佐々木　流
・第１中隊　　　　矢口　靖文
　　同　　　　　　渡邊　朝陽
　　同　　　　　　遠藤　　翼
・第２中隊　　　　狩野　輝隻
　　同　　　　　　甲州　大地
　　同　　　　　　浅野　和奏
・第３中隊　　　　鈴木　魁真
　　同　　　　　　山田　聡太
　　同　　　　　　平野　弘太
・第４中隊　　　　佐藤　大夢
　　同　　　　　　鈴木　涼斗
　　同　　　　　　川井　奨吾
　　同　　　　　　鈴木　音彩
・重迫撃砲中隊　　伊東　春希
　　同　　　　　　岸　　裕基
　　同　　　　　　安部　らら

昇任おめでとう !
（令和５年１月１日付）

　
【
第
18
回
東
北
自
衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会
】

〇
団
体
戦

　

・
優
勝　

第
20
普
通
科
連
隊
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
〈
選
手
紹
介
〉

　
　
　
　
　
　

第
４
中
隊　
　
　

島
貫
１
曹

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

三
宅
３
曹

　
　
　
　
　
　

重
迫
撃
砲
中
隊　

千
田
２
曹

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

田
村
３
曹

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

大
場
３
曹

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

秋
元
３
曹

　
　
　
　
　
　

第
２
中
隊　
　
　

今
野
３
曹

　
　
　
　
　
　

第
３
中
隊　
　
　

中
川
３
曹

〇
個
人
戦

　

・
中
量
級

　
　

優
勝　
　

第
４
中
隊　
　
　

島
貫
１
曹

　
　

第
３
位　

第
３
中
隊　
　
　

中
川
３
曹

　　

・
重
量
級　

　
　

第
３
位　

重
迫
撃
砲
中
隊　

秋
元
３
曹

　

・
無
差
別
級

　
　

第
３
位　

第
４
中
隊　
　
　

三
宅
３
曹

　

な
お
、
個
人
戦

に
参
加
し
た
す
べ

て
の
選
手
が
ベ
ス

ト
16
入
り
の
成
果

を
修
め
た
。

 

　

ま
た
、
団
体
Ａ

チ
ー
ム
及
び
個
人

戦
入
賞
者
は
３
月

に
全
自
衛
隊
拳
法

選
手
権
大
会
に
参

加
し
ま
す
。

拳法訓練隊成績紹介

新
成
人
の
抱
負

新
成
人
の
抱
負

〇
コ
メ
ン
ト

　
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

〇
コ
メ
ン
ト

　
無
事
、
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
自
分
に
関
わ
っ
て

く
れ
た
方
々
、
そ
し
て
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
信

頼
さ
れ
る
人
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

本
部
管
理
中
隊　

梁
瀬　

和
麻　
士
長

第
１
中
隊　

 　

佐
竹　

優
斗　
士
長

隊
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー

連隊の活動に対する理解深める

新成人

自覚新たに

〇
コ
メ
ン
ト

　
二
十
歳
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
よ
り
一

層
強
い
責
任
感
と
自
覚
を
求
め
ら
れ
る
と
感
じ
る
の
で
「
常
に
心
に

制
服
を
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
個
人
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

第
２
中
隊　

 　

小
野
寺
一
隼　
士
長

〇
コ
メ
ン
ト

　
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
行
動
し
立
派
な
大
人
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
親
を
は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

に
感
謝
し
、
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

第
３
中
隊　

 　

安
達　

大
和　
士
長

〇
コ
メ
ン
ト

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
十
歳
に
な
っ
た
事
を
自

覚
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
責
任
感
を
も
っ
て
日
々
の
生
活
を
過
ご
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
多
様
な
任
務
を
完
遂
で
き
る
隊
員
と
な
れ
る

よ
う
高
い
志
を
持
ち
、
若
さ
と
情
熱
を
武
器
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

第
４
中
隊　

 　

金
子　

瑞
希　
士
長

〇
コ
メ
ン
ト

　
私
は
成
人
に
な
っ
て
大
き
な
目
標
を
一
つ
立
て
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
と

し
て
よ
り
一
層
成
長
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
今
ま
で
よ
り
も
様
々
な
知
識
を
得
て
、
ど
ん
な
場
面
で
も
臨
機

応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
日
々
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
迫
撃
砲
中
隊　

高
橋　

咲
羽　
士
長

団体戦11連覇団体戦11連覇
おめでとう！おめでとう！


